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　我が団では平成 21 年より五井公民
館主催の「アウトドア教室」の支援
として主催事業に協力してきました。
時期は毎年夏休みに入る 7 月。開催
場所は市原文化の森。
　内容としては五井公民館公募の保
護者を含めた五井、八幡地域の御家
族の子供達に、野外での自然を利用
したモンキーロープ等の遊び体験。

スカウト技能を用いたゲーム、薪割
りから始める飯ごう炊飯体験 ( カレー
作り ) を中心に保護者の方々ともに
体験していただき、教室開催に協力
してきました。
　もちろん、第１団として教室支援
の参加は、ボーイスカウトの紹介、
入団者の発掘、地域での口コミの拡
大を目的としており、実際、この教

　今号のキーワードは「奉仕活動」です。ボーイスカウト日本連盟の初代総長後藤新平は『自治三訣 : 自分を治める三つの大
切なこと』として「人のお世話にならぬよう　人のお世話をするように　そして報いを求めぬよう」との言葉を残しています。
　またこの運動を始めたベーデン - パウエルは、その「ラストメッセージ」で「幸福を得るほんとうの道は、ほかの人に幸
福を分け与えることにある。この世の中を、君が受け継いだ時より、少しでもよくするように努力し、あとの人に残すこと
ができたなら、・・・・( 略、抜粋 )」どちらも奉仕の精神をあらわしている言葉です。
　ゴミ拾いをし終わって、きれいになった時の気持ちよさ。今号にはたくさんの気持ちよさがあふれていると思います。
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　私達、市原第３団は毎年、市原市
能満にある特別養護老人ホーム「ふ
るさと苑」を訪問しています。３団
の野営場のすぐ近くにあり、緑に囲
まれた老人ホームです。その年によ
り、ビーバースカウト隊からローバー
スカウト隊まで参加する年もありま
すが、今年は市原第１、３団のカブ
スカウト隊、３団のボーイスカウト
隊、そして双方のリーダーを含め総
勢 13 人で訪問しました。

　今回は「桃太郎」の劇を創作し、
合同組集会で練習を重ね、当日は各
自お面や衣装を身に着けて発表しま
した。利用者のみなさんは、司会を
してくれたボーイスカウト、まだ可
愛いカブスカウト達の発表を見てと
ても喜んでいました。私達も利用者
のみなさんの笑顔に触れる事が出来、
嬉しかったです。
　これからも地域の方々との触れ合
いを大切にしながらボーイスカウト

活動を続けていきたいと思います。
　昨年 12 月の地区協議会では、平成
29 年のふるさと苑訪問の様子を地区
のみなさんにも見ていただきました。
演題は「サザエさん大喜利」で、音
楽劇として発表しました。

ヒロキ（ローバースカウト 山本開生）

室を機会にボーイスカウトに興味を
待たれ、入団につながった御家族も
あります。

　入団者が減少している昨今、公的
機関への事業協力を機会に広くボー
イスカウト活動を地域の方々に知っ

てもらうチャンスと捉え、これから
も継続して参りたいと考えています。

かずさ３５号　日本ボーイスカウト上総地区

地域の方との交流「ふるさと苑」訪問

（2017年12月　地区協議会での発表）
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　私たち市原第６団ボーイスカウト
隊は、対外奉仕活動として「特別養
護老人ホーム市原園」への慰問を継
続して行っています。

　市原園への慰問を始めたきっかけ
は、平成３年に隊集会でキャンプを
した際にプログラムの１つとして キャンプ地の隣にあった特別養護老 人ホームの奉仕活動を実施したこと

　市原第５団は、大自然に囲まれ野
外活動を行うには、とても恵まれて
いる環境のところです。毎年９月に
地域活性化を目的に実施されている、
市原市主催の花プロジェクトに地域
の方やボランティア団体の方と一緒
に参加をさせていただいています。
　上総牛久駅周辺の小湊鉄道の沿線
にて千葉県の花である菜の花の種撒
きを行っています。手作りの種まき

用ペットボトルを使用してマラカス
の様に振って底に空いている穴から
少しずつ種を撒いていきます。
　スカウトの中には、丁寧に種を撒
く子、ペットボトルから種を出して、
手で豪快に撒く子がいましたが、み
んなの思いは一緒で来春に咲く一面
黄色いじゅうたんの様な菜の花が沢
山咲くことを思い描きながら、楽し
く活動をしています。
　来春には、沢山の人がこの上総牛
久の地へ足を運んでくれることを楽
しみに今後も活動をしていきます。
　　（カブスカウト隊長　杉田 香織）

かずさ３５号　日本ボーイスカウト上総地区

花プロジェクト「春よ来い」

ボーイスカウト隊の奉仕活動
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　スカウト達が地域と繋がる活動は
様々ありますが、今回はビーバース
カウト隊が、年１回交流させていた
だいている「日夕苑」での活動を紹
介させていただきます。
　この交流会は 20 年以上の歴史があ
ります。以前は、1 月の中旬に施設
を訪問し、前月の団クリスマス会で
演じた合唱や踊り、劇などを披露す
ることで楽しんでもらう形でした。
しかし、３年前に施設からの要望が
あり、流感などの心配が少ない６月
に会を設けることとなりました。そ
れに合わせ、こちらが発表するもの

を観ていただくのではなく、一緒に
楽しめたり、ふれあえたりするもの

です。これをきっかけに慰問が始ま
り、これまで 27 年間奉仕活動を続け
ています。
　市原園では職員が非常に少なく、
普段入居者の方が外出することはで
きません。そのため、晴れた日は私
たちスカウトが入居者の車イスを押
し、敷地内にある「身代わり地蔵」
まで散歩をしたり、車イスに乗った
ままでもできるゲームを考え、実施
したりしています。
　また、天気の悪い日や肌寒い日な
どは、室内で入居者の方々と一緒に
童謡を歌ったりスカウトがスタンツ
を考えて披露したりするなど、少し
でも皆さんに楽しんでいただけるよ
う、工夫をしています。

　「スカウトは親切である」。このよ
うなおきてがあるように、これから
も人の役に立てるよう、精一杯頑

張っていきたいと思います。
　　（ボーイスカウト隊　髙橋 彩佳）

かずさ３５号　日本ボーイスカウト上総地区

ケアハウス「日夕苑」での交流
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　茂原第２団が毎年継続して行って
いるものは、茂原市のごみゼロ運動
への参加、赤い羽根共同募金、歳末
たすけあい募金、老人保健施設訪問、
福祉センター主催のイベントに参加、
七夕まつり募金などです。
　特に七夕まつりは茂原市では大き
なイベントです。ライオンズクラブ
の主催で、多くの人が訪れる駅前で
毎年同じ時間帯に募金を行っており
ますので、学校の友だちが協力して
くれたり、以前一緒にボーイスカウ
ト活動していた人たち、また他の地
域でボーイスカウトをしている人な
どが声をかけてくれたりと、久しぶ
りの再会などのうれしいこともあり
ます。
　また、地元の青年会議所が募集し
て行う小学生のキャンプの支援に行
くこともあります。ボーイスカウト

でふだん活動していることをそのま
ま地域に還元できるのはありがたい
ことです。
　茂原第 2 団のエリアはまわりの市
町村も含めかなり広いので、これか
らも多くの人たちと関わっていきた
いと思います。
　毎年７月最後の金～日曜日が茂原
七夕まつりです。土曜日の午後は駅
前で募金活動をしていますので、ぜ
ひ遊びに来てください！　

にしようと、高齢の方でも参加でき
るゲームや手遊び歌を中心とした内
容に変更しました。
　毎年恒例のボーリングゲームでは、
最初は遠慮して見ているだけと言っ
ていた方が盛り上がるゲーム展開に

「やってみたい」と参加してくださる
時もあり、スカウト達と一緒に笑顔
で楽しんでくださる様子に、私達も

活力をもらいます。
　スカウト達に、この活動の感想を
聞くと「喜んでくれたのが嬉しかっ
た」や「嬉しそうだったのが良かった」
などと答えます。

【自分の行いが相手に喜ばれる】と
いう温かい気持ちがスカウト達の心
の基盤に染み込み、成長する糧にな
るのだと、この日夕苑での活動のた

びに思います。そして、周りの方々
（社会）に育てていただいているのだ
という感謝の気持ちがあふれてくる
のです。　今後も途切れることなく
この交流が続くように、スカウト達
と共に楽しい活動をしていきたいと
思っています。
（ビーバースカウト隊長　小西 啓子）

かずさ３５号　日本ボーイスカウト上総地区

地域での奉仕活動を紹介します
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　東金第１団では、ユニセフ募金や
歳末助け合い募金などの募金活動や
スカウトデーの清掃活動等を継続し
てまいりました。その他の活動とし
てビーバースカウト隊による老人ケ
アセンターへの慰問、カブスカウト
隊による九十九里海岸の植樹や清掃
活動についてご紹介します。

◇ビーバースカウト隊
　今年は７月８日に東金市内の老人
ケアセンターを訪問しました。毎年
恒例となっていてお年寄りの皆さん
が集まっておられる前でスカウトソ
ングである「はしれビーバー」や「か
えるのうた」「うみ」「たなばたさま」
など６曲を歌いました。
　皆さんも一緒に歌われて練習では
あまり声が出せていなかったスカウ
トも大きな声で歌いました。終わり

に作っておいた「折りヅル」など折
り紙を小さな手からお一人ずつへプ
レゼント。また来年も来ますとお別
れしました。短い時間でしたがスカ
ウトたちはお年寄りから優しい御心
を感じたのではと思います。
（ビーバースカウト隊長　山下 博行）
◇カブスカウト隊
　私たち東金第１団カブスカウト隊
では、3 月に開催される「さんむス
プリングフェスタ」植樹祭への参加
と、九十九里海岸の「ゴミ拾いハイ
キング」を行っています。。
　「さんむスプリングフェスタ」植樹
祭は、東日本大震災の津波で被害を
受けた防風林の再生を行うために開
催され、東金第１団カブスカウト隊
は 2016 年から毎年参加しています。

「奉仕活動」「ボーイスカウト活動の
アピール」「自分たちの植えた樹木が、
子供達、孫達に残せる」と、一石三
鳥位の効果が見込まれ、今年で３回
目となりました。植樹中には、市の
広報の方が写真を撮りに来てくれた

り、一般の方が声をかけてくれたり、
スカウト達も嬉しいようです。
　九十九里海岸の「ゴミ拾いハイキ
ング」は、海岸のゴミを拾いながら
歩き、ゴールした時に沢山拾った組
が勝ちというルールで行っています。
プラスチックゴミが問題視されてい
ますが、「こんなに？」と言ってしま
うほどの量を集めてしまいます。残
念ながら現実です。この現実を体験
したスカウト達は、海を汚さないよ
うにしてくれると思います。
　　（カブスカウト隊長　小髙 功晴）

　大網白里第 1 団が行っている地域
への奉仕活動としては、献血の呼び
掛け、年末や災害発生時の募金活動、
幼稚園運動会の駐車場係、いきいき
市民大学受付等があります。この中

から６年間行っているいきいき市民
大学（以下市民大学と言う）受付奉
仕について紹介させて頂きます。
　市民大学というのは、大網白里市
生涯学習課が主催で年５回の定期開

催し、各界著名人を講師として講演
が行われます。年間申し込みは 2000
円ですが、当日だけの受講も 700 円
で受講することができます。
市民大学で私たちの団が行っている

かずさ３５号　日本ボーイスカウト上総地区

山武市と東金市で活動しています

地域への奉仕活動の報告
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　まず上総地区ベンチャーについて
簡単にご紹介いたします。上総地区
のＫ、ベンチャースカウトのＶの頭
文字で、【ＫＶ】と略す時もあります。
上総地区内各団のベンチャースカウ
ト隊の活動がスカウト数の減少もあ
り、地区全体でベンチャースカウト
らしい活動が出来たらという指導者
たちの思いからこのＫＶは始まりま
した。ほぼ毎年開催しています。今
年も第８回の上総地区ベンチャーが
議長を中心に既に活動が始まってい
ます。
　７ＫＶは一つのプロジェクトと
なっています。まず立ち上げで議
長、副議長、書記、会計等を決めた

後、会議ではスカウトたちは何をし
たいのか、前年度実施した６ＫＶの
反省も踏まえ【普段のキャンプで出
来ないことを体験し、スカウトスキ
ルの向上と共に、ＫＶの絆を深める】
がこのＫＶの目的となりました。そ
してその活動の進むべき方向や、ど
のように具体化していくか等々、こ
れらについて地区内各団のスカウト
たちは役割分担をして、忙しいスケ
ジュールの中集まって、少しずつで
すが、まとめて行きました。
　これが、ビーバースカウト隊の活
動であれば、スカウトたちが何をし
たいか、遊びたいことは何かを指導
者がくみ取ってプログラムを決めて

隊集会で行っていくわけですが、ベ
ンチャースカウトでは自分たちで決
めたことを実施して、評価をして良
かったところ、うまく行かなったと
ころをそれぞれの役割に応じて、次
のステップに結び付けていきます。

奉仕ですが、ビーバー・カブスカウ
トが主に行っています。
　その内容は、約 200 人の受講生が
持参した受講票に出席のスタンプを
押し、出席名簿に丸印をつけること、
当日の資料を配布することです。
　何度かこの奉仕作業を体験してい
るカブスカウトは手慣れたものと
なっていますが、ビーバースカウト
達のフォローはボーイスカウトまた
はリーダーが行います。
　この奉仕作業を通じて市の担当者
からは「年配の参加者が多数のなか
で、小さなスカウト達が頑張ってく
れていると会場の雰囲気が和やかに
なりとても受講生から好評を得てい
ます。」とのコメントを頂いており、
市長からも開講式などでは激励と感
謝の言葉を頂いています。
　指導者としては「公共の場で多く
の人と接することにより、マナーや
言葉遣いを学ぶ場としていきたい。」
と考えています。また、不慣れなビー
バースカウトが作業に時間を要して
も受講生である市民の方々からは「大
丈夫、ゆっくりでいいよ。」等の温か
い言葉を頂いております。スカウト
活動及び、子供の教育は社会全体で
行うものであることを実感する場面
です。
　ビーバースカウトの感想として、

「○をつけるのが楽しい」、「きょうは
しらない人にほめられてうれしかっ
た」。
　カブスカウトからは「俺たち、も
う慣れているから余裕！」、「受付は
めんどくさいけど、まー俺たちの仕
事だし」
　団委員からは「市民に団の活動を
ＰＲする場となっている」、「奉仕活
動の様子が市広報紙に掲載してもら
えた」、等の感想を受けています。
　奉仕を行った団関係者は受付終了
後、無料で受講することができます。
29 年５月 27 日の「漢字を用いた命
の授業が大人気」のお笑い芸人のゴ
ルゴ松本さんの会では、受付終了後

に、カブスカウトとビーバースカウ
ト各 1 人が受講しました。講義の進
行に合わせスカウトに沢山の声掛け
をして頂き、終了時には壇上に招か
れ紹介して頂くとともに握手までし
て貰いました。　　
　この様に、社会奉仕活動は様々な
点からの意味合い深い活動だと考え
ます。しかしながら多数回の奉仕を
定期的に行う事は、年間プログラム
上で活動のマンネリ化をきたす等の
影響を生じる可能性があります。現
在の我が団の課題として奉仕活動終
了後に何らかの活動（ミニ工作、簡
単にできる畑の手入れ等）を追加し
てマンネリ化防止を検討しています。

かずさ３５号　日本ボーイスカウト上総地区

第７回上総地区ベンチャー (7KV) について
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団 　 名

市 原 第 １ 団

市 原 第 ３ 団

市 原 第 ５ 団

市 原 第 ６ 団

市 原 第 ７ 団

茂 原 第 ２ 団

東 金 第 １ 団

大網白里第１団

　 　 　 活　動　地　域

市原市八幡宿、五井 周辺

市原市国分寺台 周辺

市原市牛久 周辺

市原市辰巳台 ちはら台 周辺

市原市姉崎 周辺

茂原市、長生郡 周辺

東金市、山武市、山武郡 周辺

大網白里市 周辺

入団等問合せ先

田中 秀近

牛田 智子

山内 憲章

齋藤 敏子

菊池 由紀

　 青木  勇  

山下 すみ江

　 奥貫　誠

電 話 番 号

0436-21-3840

0436-36-7747

0436-92-0105

0436-75-0392

0436-62-4004

0475-23-9239

0479-80-8551

0475-72-7988

千葉県内にはボーイスカウトの 101 の団があり、5,262 人（平成 30 年４月現在）が活動し
ています。また、県内を 11 地区に分け、我が上総地区もこの 11 の地区の一つです。
上総地区には８個の団が所属しています。

　そして、いよいよ実施です。今年
の春３月 25 日～ 28 日の３泊４日の
７ＫＶを静岡県南伊豆町でキャンプ
を実施ました。設営から始まり、釣り、
カヤック体験、釣った魚をさばいて
各種の料理に活かし、海沿いのハイ
キングでは上って降りて上って降り
ての繰り返しで約５時間、海と山の
絶景を満喫し、汗を温泉で流し、夕
日が沈む時間には一刻一刻変わる空
を心に刻み、そして最終日撤営です。
帰宅後はご家族とキャンプの話題に
花が咲いたことと思います。
　観光旅行と違うところは、記録だ
けにとどまらず、キャンプから帰っ

てきて、良かったところ、失敗して
しまったところ、それぞれ自分の担
当したところや気が付いた点につい
て話し合い、次の活動につなげてい
くところにあります。この結果、「ス
パイラル・アップ」していくことと
なります。
　この３年間は上総地区の東部と西
部をそれぞれ海岸と称して東海岸、
西海岸での成果を発表する報告会を
実施しています。それぞれ６月 23、
24 日に開催しました。スカウトたち
は自分たちの活動を発表するために
事前準備をして報告会を開催します。
これらの報告会は今後も開催してい
こうと思いますので、多くのボーイ
スカウトやカブスカウト、特にビー
バースカウト年代、カブスカウト年

代の保護者の方たちにも大勢参加し
ていただき、ベンチャースカウトの
活動の理解と応援をしていただきた
いと思います。
　最後に活動を支えていただいた指
導者、関係者の方たちに感謝申し上
げます。
　ありがとうございました。
（担当副コミッショナー　阿久津 滋男）
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